

























は英語母語話者よりも大きいと考えられる（Geva & Ryan, 1993）。
日本人英語学習者は，各種処理段階の中でも統語処理にWM資源の大







行い，語彙・意味・文脈などの情報は影響を与えない （Ferreira & Clifton, 
1986など），（2）制約依存モデル ─ 各種情報（意味・文脈・プロソディ等）




















直接目的語として捉えたためと考えられる（Wilson & Garnsey, 2009）。
（1）　 ［一致条件］ The CIA director confirmed the rumor when he testified 
before Congress.




研究により示されている。Kamide et al. （2003）は，3項動詞（例 spread） 
─ 動作主・対象・着点という 3つの項を要求する動詞 ─ を含む文 （例 












り示されている（籔内他，2011 ; 橋本・横川，2009 ; 坂東，2016）。
日本人英語学習者が，英語母語話者のように動詞に含まれる下位範疇化
情報を統語解析中に利用できるかどうかが統語処理を自動化させるうえで
重要な鍵となる。Pickering & Branigan （1998）は，動詞の統語情報は，脳
内に以下のようなネットワーク構造で蓄えられていると提案している（図
4）。
例えば，giveや sendという動詞は ［名詞句 +名詞句］あるいは［名詞
句 +前置詞句］という下位範疇化情報とともにネットワーク上で結びつ
いている。このモデルにより，私たちが日常的に経験している統語プライ
ミング現象 （Bock, 1986） ─ 発話の際，直前に相手が用いた統語構造を使っ
てしまう現象 ─ を説明することが出来る。例えば，The boy gave a ring to 
実験に使用された絵 聞き手がパンの絵を見た割合 (%) 










話（例 The mother sent apples to the girl.）が引き起こされやすくなること
が，第一・第二言語研究ともに確認されている（Pickering & Branigan, 
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